
医師の働き方改革を進める基本認識
我が国の医療は、医師の自己犠牲的な長時間労働により支えられており危機的な状況。昼夜を問わず患者への
対応を求められうる仕事で、他職種と比較しても抜きん出た長時間労働の実態。
健康への影響や過労死の懸念、仕事と生活の調和への関心の高まり、女性医師割合の上昇等も踏まえ、改革を
進める必要。
医師の長時間労働の背景には、個々の医療機関における業務・組織のマネジメントの課題のみならず、医師の
需給や偏在、医師の養成のあり方、地域医療提供体制における機能分化・連携が不十分な地域の存在、国民の
医療のかかり方等の様々な課題が存在。これらに関連する各施策と医師の働き方改革が総合的に進められるべ
きであり、規制内容を遵守できる条件整備の観点からも推進する必要。

医師の働き方改革に関する検討会報告書、「いのちをまもり、医療をまもる」国民プロジェクト宣言！資料改編

R2.12.17当日配布 資料３（別紙）

「医師の働き方改革に関する検討会」の検討状況について
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